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江
戸
時
代
に
通
さ
れ
た
碁
盤
の
目
の
町
割
り
が
生
き

て
い
る
名
古
屋
市
中
心
街
。
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「（
仮
称
）
錦
二
丁
目
計
画
」
で
建
設
中
の
二
棟
は
、
来

年
二
月
の
竣
工
に
向
か
っ
て
内
装
工
事
の
真
っ
最
中
だ

っ
た
。
敷
地
は
東
西
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
一
つ
で

あ
る
広
小
路
通
り
と
、
名
古
屋
城
の
大
手
門
へ
向
か
っ

て
南
北
に
伸
び
る
本
町
通
り
に
面
し
て
お
り
、
地
上

二
一
階
、
地
下
一
階
の
超
高
層
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
（
新
棟
）

と
、
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
建
築
物
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
（
保
存
棟
）、
タ
ワ
ー
パ
ー
キ
ン
グ
か
ら
な

る
。
二
棟
は
と
も
に
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
で
あ
り
、
新
棟
の

三
階
以
上
は
オ
フ
ィ
ス
、
一
、二
階
は
商
業
店
舗
と
な

る
。
ま
た
六
階
建
て
の
保
存
棟
は
、
歴
史
あ
る
建
物
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
施
設
と
し
て
活
用
さ

れ
る
。
共
同
事
業
主
の
名
古
屋
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
特

定
目
的
会
社
と
積
水
ハ
ウ
ス
㈱
は
、
こ
の
計
画
で
広
小

路
通
り
沿
い
に
発
展
し
て
き
た
商
業
・
オ
フ
ィ
ス
の
中

心
地
、
栄
・
伏
見
エ
リ
ア
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
指
す
。
新
棟
の
前
面
に
は
ゆ
と
り
を
も
っ
て
歩
け

る
幅
二
・
七
㍍
の
公
開
空
地
を
織
り
込
む
な
ど
、
二
棟

が
連
続
し
て
広
小
路
に
賑
わ
い
を
生
み
出
し
て
い
く
。

こ
れ
に
よ
っ
て
敷
地
全
体
で
名
古
屋
市
の
総
合
設
計
制

度
を
活
用
し
、
容
積
率
の
割
増
し
を
受
け
て
い
る
。

　

新
棟
と
タ
ワ
ー
パ
ー
キ
ン
グ
は
㈱
竹
中
工
務
店
の
設

計
施
工
で
、
意
匠
設
計
を
㈱
三
菱
地
所
設
計
が
総
括
。

保
存
棟
の
設
計
は
㈱
三
菱
地
所
設
計
の
手
に
よ
る
。
歴

史
的
建
築
物
を
継
承
す
る
取
組
み
と
し
て
、
東
京
・
丸

の
内
の
三
菱
一
号
館
を
復
元
し
た
実
績
に
つ
な
が
る
も

の
だ
。
こ
の
施
工
も
㈱
竹
中
工
務
店
が
行
っ
て
い
る
。

建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
貫
く
特
徴
は
、
経
済
効
率

を
重
視
し
な
が
ら
、
中
心
街
に
ふ
さ
わ
し
い
高
品
質
な

デ
ザ
イ
ン
と
機
能
を
つ
く
り
込
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
極
限
ま
で
合
理
化
を
追
求
し
た
設
計
が

な
さ
れ
て
い
る
。
施
工
現
場
を
引
き
受
け
た
佐
藤
文
雄

所
長
は
「
い
か
に
事
業
者
の
方
々
の
思
い
を
叶
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
れ
が
一
番
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で

す
」
と
語
る
。
無
事
故
・
無
災
害
の
現
場
運
営
と
と
も

極
限
ま
で
合
理
化
を
図
っ
た
設
計
施
工

Site Discovery

発見
現場

文：清水 潤　写真：山田新治郎

新
築
と
保
存・修
復
で

新
た
な
価
値
を
つ
く
り
あ
げ
る

（
仮
称
）錦
二
丁
目
計
画
新
築
工
事

名
古
屋
駅
の
東
側
に
広
が
る
中
区
の
オ
フ
ィ
ス
街
で
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「（
仮
称
）錦
二
丁
目
計
画
」が

進
行
中
だ
。界
隈
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
超
高
層
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
新
築
と
と
も
に
、

九
一
年
前
に
建
て
ら
れ
た
旧
名
古
屋
銀
行
本
店
ビ
ル
を
保
存
・
活
用
す
る
。

施
工
に
と
っ
て
厳
し
い
条
件
の
都
市
の
中
心
部
で
、

㈱
竹
中
工
務
店
名
古
屋
支
店
の
佐
藤
文
雄
作
業
所
長
が
率
い
る
現
場
は
、安
全
を
徹
底
し
つ
つ
、

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
た
。

保存棟（旧名古屋銀行本店ビル）の内部改修。当初の改修で塞がれていた吹抜けを復元し、新たに大階段を設けている。
耐震補強や壁の増設、エレベーターと階段の設置など、ウェディング施設として活用するためのリニューアルが行われている。
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に
、
様
々
な
局
面
で
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
具

体
策
を
立
て
、
実
現
す
る
こ
と
を
方
針
に
掲
げ
て
い
る
。

　

生
産
性
向
上
の
た
め
に
行
わ
れ
た
多
く
の
工
夫
の
な

か
で
も
、
と
り
わ
け
大
き
な
効
果
を
あ
げ
た
こ
と
は
何

か
。
佐
藤
所
長
に
尋
ね
る
と
、「
準
備
工
事
に
入
る
前
段

階
で
、
よ
り
合
理
的
に
仕
事
が
進
む
よ
う
に
設
計
と
施

工
が
協
議
し
、
工
程
を
見
直
し
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た

で
す
ね
」
と
答
え
が
返
っ
て
き
た
。「
こ
う
い
う
手
法
を

フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
呼
び
ま
す
が
、
施
工
側
の

意
見
が
反
映
さ
れ
て
工
期
的
に
有
利
に
な
り
ま
し
た
」。

事
業
主
の
了
解
を
得
て
、
着
工
後
に
予
定
さ
れ
て
い
た

工
事
の
い
く
つ
か
を
準
備
工
事
に
前
倒
し
し
た
と
い
う
。

　
「
新
棟
の
位
置
に
は
既
存
建
物
の
地
下
部
分
が
土
中

に
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
障
害
物
の
撤
去
、
解
体

工
事
な
ど
が
必
要
で
し
た
。
そ
れ
に
今
回
は
タ
ワ
ー
パ

ー
キ
ン
グ
を
建
て
る
た
め
に
、
保
存
棟
の
背
後
の
北
館

の
解
体
工
事
が
あ
り
ま
し
た
」。
し
か
し
、
都
市
の
中
心

街
の
条
件
は
厳
し
い
。「
敷
地
の
南
側
の
広
小
路
通
り

は
終
日
大
型
車
の
車
両
規
制
が
あ
り
通
れ
な
い
。
搬
出

入
口
は
東
西
面
に
し
か
と
れ
ま
せ
ん
し
、
ヤ
ー
ド
の
余

地
も
な
い
。
北
館
の
部
分
を
あ
と
施
工
に
し
て
ヤ
ー
ド

に
利
用
し
、
動
線
を
通
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

当
初
の
工
程
で
は
着
工
後
に
北
館
の
解
体
、
新
棟
の
山

留
や
杭
の
施
工
、
既
存
地
下
解
体
に
と
り
か
か
る
た
め
、

ヤ
ー
ド
と
動
線
が
確
保
で
き
ま
せ
ん
。
工
期
も
厳
し
く

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
準
備
工
事
期
間
を
一
カ
月
延
ば

し
、
北
館
の
解
体
と
敷
地
北
通
路
の
地
中
設
備
埋
設
工

事
や
解
体
工
事
併
用
山
留
壁
の
施
工
な
ど
を
先
行
し
て

や
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
し
ま
し
た
」。
こ
れ
に
よ
っ
て

着
工
後
に
効
率
よ
く
新
棟
の
地
下
躯
体
工
事
を
行
う
環

境
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

更
に
、
地
下
工
事
に
は
既
存
建
物
の
壁
の
一
部
を
山

留
と
し
て
利
用
し
、
大
型
重
機
が
動
き
回
っ
て
解
体
工

事
が
で
き
る
よ
う
に
、
山
留
を
抑
え
る
梁
に
水
平
切
梁

で
は
な
く
、
斜
梁
を
採
用
し
た
。
こ
れ
も
既
存
建
物
の

底
部
の
耐
圧
版
を
活
用
し
て
固
定
し
て
い
る
。
耐
圧
版

は
構
台
の
設
置
に
も
活
か
し
た
（
上
図
）。
佐
藤
所
長
は

こ
う
語
る
。「
市
街
地
で
は
解
体
し
な
が
ら
の
新
築
工

事
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
既
存
の

躯
体
を
い
か
に
上
手
に
利
用
し
て
い
く
か
、
解
体
工
事

を
い
か
に
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
か
と
い
う
こ
と
が
施
工

の
品
質
を
左
右
し
ま
す
」。
今
回
は
設
計
施
工
で
臨
ん

だ
総
合
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　

地
上
階
に
つ
い
て
も
、
設
計
段
階
か
ら
材
料
や
施
工

コ
ス
ト
の
低
減
に
取
り
組
ん
だ
。
鉄
骨
の
規
格
品
を
利

用
し
、
外
装
で
は
デ
ザ
イ
ン
力
を
駆
使
し
つ
つ
、
一
般

的
な
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
を
打
ち
込
ん
だ
Ｐ
Ｃ
版
を
用
い
、

カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
よ
り
も
コ
ス
ト
を
抑
え
た
。
ま
た
、

設
備
配
管
経
路
の
最
短
化
な
ど
、
細
か
く
徹
底
し
た
手

法
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

早
期
段
階
で
全
体
工
程
を
見
直
し

地
下
工
事
に
既
存
建
物
を
活
用

工事概要
発注者：名古屋デベロップメント特定目的会社（三菱地所株式会社の開発業務受託）
　　　　積水ハウス株式会社
建築地：愛知県名古屋市中区錦2丁目2011番、2012番、2013番、2014番及び2015番
工　期：平成28年3月〜平成30年2月

 ［保存棟］
設 計 者：株式会社三菱地所設計
施 工 者：株式会社竹中工務店
主要用途：一般店舗
構造規模：RC造／地下1階、地上6階
建築面積：938.76㎡
延床面積：4,846.58㎡
高　　さ：28m

 ［新棟］
設 計 者：株式会社三菱地所設計
　　　　　株式会社竹中工務店
施 工 者：株式会社竹中工務店
主要用途：一般事務所、一般店舗
構造規模：S造、SRC造
　　　　　地下1階、地上21階、搭屋2階
建築面積：2,075.12㎡
延床面積：44,247.27㎡
高　　さ：97m

内装工事途中の新棟19階からの見晴らし。ビルのコーナー部すべてに柱がなく、
内部から開放的な眺望が得られる。外観も開かれたイメージのデザインになっている。

名古屋のメインストリート、広小路
通りに南面する新棟と保存棟。新棟
の低層階は、保存棟の意匠に調和す
る門形のデザインを採用している。

保
存
棟
の
躯
体
を
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ン
し

Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
で
効
率
化

サイドプレート工法の採用。一般には必要な部材断面のH形鋼を製作す
るが、規格品のH形鋼にサイドプレートを溶接し、地震エネルギーが集
中する箇所の断面積を増やしている。これによってコストダウンを図っ
ている。

特殊形状の空調用チャンバーボックス。帯状の給排気口を外壁のPC版
に打ち込んだサッシ上に設けてチャンバーボックスに接続するため、
モックアップをつくり、破損や漏水を招かない納まりや施工法の検討を
重ねた。

地下工事平面図。既存躯体の西
側の地下外壁を山留に利用。斜
梁を架ける控え柱と、構台の支
柱を既存の耐圧版に固定するな
ど、既存躯体を活用している。

既存地下外壁
自立山留

（既存躯体利用）
置き構台 先行構台

斜梁工法採用
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工程が前倒しで進んでいること
を受けて、今年に入りワークラ

つくり、週末に予定通り進んでるか確
認して作業分担の必要性を考えるなど、
実現のために努力しています。また、現
場の人数は現在300 〜 350人ですが、
大きく変わらないように工程を組むこ
とも大切です。その組み方にも取組み
中ですが、時間外勤務は昨年より平均3
割強、減少しました。5年後に求められ
る45時間に少しでも近づけたいと思い、
日々試行錯誤しています。

イフバランスを改善する取組みを進め
てきました。協力会社の職人の方々に
ついては、作業日数が給与に影響する
こともあり、日曜と土曜を月1回全休と
する4週5休を実施しています。当社の
職員は土曜を当番制にし、祝日も考慮
して4週6 〜 8休としていますが、若手
職員は個々に1週間のスケジュールを

Qこの現場の働き方改革は何ですか？

A

保存棟の5階。改修し、既存の傷んだ仕上げを取り除いたり、浮きを補修し、再
塗装を施している。クラシカルな雰囲気を活かしてウェディング施設として生ま
れ変わる。

保存棟の各階の天井回りには素朴なデザインのモールディング
が施されている。昭和初年の手間をかけた仕事だという。傷ん
だ仕上げを取り除き、石膏型を取り、ガラス繊維補強石膏で復
元。欠損部分も補っている。右は仕上げを剥がした部分。

保存棟の6階にはチャペルを増築している。下階のフロアは改修を施し、宴会場やレストランとして使われる。

　

一
方
、
保
存
棟
の
旧
名
古
屋
銀
行
本
店
ビ
ル
は
一
九 

二
六
年
に
竣
工
し
た
名
古
屋
市
の
都
市
景
観
重
要
建
築

物
等
指
定
物
件
で
、
四
階
ま
で
自
然
石
の
コ
リ
ン
ト
式

列
柱
が
立
ち
上
が
り
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
豊
か
な
外
観
が

す
ば
ら
し
い
。
基
壇
と
列
柱
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
窓
サ

ッ
シ
の
更
新
、
外
観
復
元
の
た
め
に
石
目
調
吹
付
け
塗

装
が
再
施
工
さ
れ
、
内
部
は
構
造
補
強
を
施
し
な
が
ら

階
段
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
新
設
、
装
飾
の
補
修
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。「
保
存
・
修
復
に
は
既
存
建
築
の
図
面
が

重
要
で
す
。
こ
の
建
物
は
当
社
が
元
施
工
で
し
た
が
、

戦
争
を
挟
ん
で
い
る
た
め
図
面
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
通
例
で
は
人
力
で
実
測
し
て
図
面
に

起
こ
し
ま
す
が
、
た
い
へ
ん
な
時
間
と
労
力
が
か
か
り

ま
す
。
そ
の
作
業
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
、
躯
体
に
３
Ｄ

ス
キ
ャ
ン
が
使
え
る
と
い
う
情
報
を
得
て
、
当
社
名
古

屋
支
店
で
初
の
導
入
を
決
め
ま
し
た
」
と
佐
藤
所
長
。

「
そ
の
デ
ー
タ
で
精
密
な
Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
を
作
成
で
き

る
の
で
、
作
図
の
時
間
は
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
」。

こ
れ
は
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
り
、
設
備
と
躯
体
の
統

合
作
業
も
正
確
か
つ
効
率
的
に
進
む
。
Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル

は
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
み
や
す
く
、
事
業
主
や
設
計
担
当

者
と
の
打
ち
合
わ
せ
、
合
意
も
は
か
ど
っ
た
と
い
う
。

株式会社竹中工務店 名古屋支店
（仮称）錦二丁目計画新築工事
作業所長

佐藤文雄
Fumio Sato

　

佐
藤
所
長
は
こ
の
現
場
で
「
視
え
る
化
」
の
実
践
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。「
第
一
に
は
安
全
を
図
る
た
め

で
す
。
特
に
市
街
地
の
中
の
作
業
所
で
す
か
ら
、
第
三

者
を
巻
き
込
む
公
衆
災
害
は
絶
対
に
起
こ
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
職
人
の
重
篤
な
事
故
も
徹
底
し
て
な
く
し
た

い
。
そ
の
た
め
に
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
使
い
、
視
覚
に
訴

え
な
が
ら
訓
練
し
て
も
ら
う
こ
と
が
有
効
だ
と
考
え
て

い
ま
す
」。
公
衆
災
害
に
つ
な
が
る
玉
掛
け
作
業
の
ミ

ス
や
、
職
人
が
大
怪
我
を
す
る
恐
れ
が
あ
る
高
所
作
業

車
の
転
倒
な
ど
を
防
止
す
る
訓
練
に
、
現
場
を
上
げ
て

毎
日
取
り
組
ん
で
い
る
。
品
質
の
確
保
の
た
め
に
も

「
視
え
る
化
」
で
正
し
い
施
工
方
法
や
注
意
事
項
な
ど

を
共
有
す
る
。

　

更
に
驚
か
さ
れ
る
の
は
現
場
の
整
理
整
頓
の
徹
底
ぶ

り
だ
。
各
フ
ロ
ア
に
ラ
イ
ン
を
引
き
、
資
材
の
整
頓
の

ガ
イ
ド
に
す
る
。
ま
た
職
人
の
休
憩
室
も
四
〇
〇
人
分

の
ロ
ッ
カ
ー
を
完
備
し
、
椅
子
を
テ
ー
ブ
ル
下
に
掛
け

掃
除
し
や
す
く
す
る
な
ど
、
常
に
整
然
と
し
た
現
場
環

境
を
つ
く
る
仕
掛
け
が
あ
る
。「
整
理
整
頓
す
る
心
掛

け
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
で
現
場
に
緊
張
感
が
生

ま
れ
、
安
全
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」
と
佐
藤
所
長
は
穏

や
か
に
語
る
。
佐
藤
所
長
の
想
い
で
あ
る
「
建
築
主
に

更
な
る
価
値
の
提
供
を
目
指
す
」
と
い
う
目
標
に
向
け

て
着
実
に
工
程
を
進
め
る
。
来
年
二
月
に
竣
工
し
た
二

棟
を
訪
れ
れ
ば
、
設
計
施
工
と
協
力
会
社
が
一
体
と
な

っ
た
成
果
が
必
ず
や
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
は
ず
だ
ろ

う
。

同じ3階フロアで「視える化」により、安全を徹底。毎朝の
朝礼後、安全帯の装着、玉掛け・玉外しの作業、高所作業
車の危険を防ぐためにモックアップを活用したミーティン
グが行われている。

新棟の3階フロアには「視える化」コーナーを設置し、品質
を確保するために正しい材料選択がわかるモックアップ、
ボードの種類によるビスのピッチの違い、注意事項などを
具体的に示している。

現
場
の「
視
え
る
化
」が

安
全
と
品
質
を
つ
く
る


